
                        

                        

   

本
像
は
、
像
高
九
十
一
・
五
㎝
、
寄
木

造
り
、
漆
箔
、
彫
眼
、
右
手
は
肘
を
ま
げ

掌
を
前
に
出
し
、
左
手
は
蓮
華
付
き
宝
瓶

を
持
つ
。
条
帛
を
懸
け
、
裳
を
着
け
、
右

足
を
少
し
前
に
出
し
た
立
ち
姿
で
あ
る
。 

 

体
部
は
、
腰
に
太
く
強
み
を
見
せ
、
こ

と
に
条
帛
、
裳
衣
等
の
衣
紋
の
彫
り
、
刀

利
き
に
古
風
な
趣
を
示
し
、
面
相
も
温
和

で
あ
り
な
が
ら
張
り
締
ま
り
も
あ
る
。
南

多
摩
地
方
に
伝
わ
る
鎌
倉
時
代
作
の
秀
逸

な
り
と
し
て
、
昭
和
三
十
六
年
一
月
三
十

一
日
東
京
都
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。 

 

十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像
は
、
頭
部
に

十
一
の
化
仏
を
付
け
て
い
る
。
正
面
の
化

仏
は
慈
悲
相
、
左
方
は
憤
怒
相
、
右
方
は

白
牙
上
出
、
後
方
の
一
面
は
大
笑
相
、
頂

上
の
面
は
仏
を
表
し
て
い
る
。 

   
十一面観世音菩薩立像（東京都指定文化財） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
大
塚
・
帝
京

大
学
駅
か
ら
、
東
中
野
、
大
塚
周
辺
の
凡

そ
四
㎞
の
行
程
。 

 

駅
周
辺
は
昔
、
大
栗
川
を
利
用
し
、
堰

を
造
っ
た
堰
場
で
あ
る
。
川
沿
い
に
上
流

へ
暫
く
歩
き
、
右
に
折
れ
て
野
猿
街
道
に

出
る
。
大
銀
杏
が
見
え
る
場
所
が
熊
野
神

社
で
、
そ
の
裏
手
が
金
住
院
跡
。
そ
こ
か

ら
街
道
に
出
て
、
旧
道
を
モ
ノ
レ
ー
ル
に

向
か
い
な
が
ら
天
野
薬
師
、
天
野
三
社
、

疣
地
蔵
を
参
拝
し
、
再
び
堰
場
跡
に
戻
る
。

更
に
旧
野
猿
街
道
の
帝
京
大
入
口
の
信
号

を
左
に
折
れ
る
と
馬
場
跡
、
都
指
定
の
十

一
面
観
世
音
菩
薩
立
像
、
御
手
の
観
音
が

安
置
さ
れ
て
い
る
清
鏡
寺
大
塚
観
音
堂
に

着
く
。
そ
し
て
街
道
の
帝
京
大
東
信
号
か

ら
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
に
少
し
戻
っ
た
左
側
に

最
照
寺
、
八
幡
神
社
が
あ
る
。
最
後
に
望

地
橋
を
渡
り
、
市
指
定
の
大
塚
明
神
の
大

銀
杏
を
見
る
。
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
い
に
駅
ま

で
戻
り
解
散
。 

 

①
大
塚
の
堰 

 

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
大
塚
・
帝
京

大
学
の
周
辺
を
堰
場
と
呼
ん
で
い
る
。
堰

（
塞
）
は
取
水
や
水
位
な
ど
調
節
の
た
め

に
別
の
水
路
を
作
る
も
の
で
、
民
家
の
田

畑
を
水
害
か
ら
守
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

昔
の
大
栗
川
は
、
今
よ
り
も
も
っ
と
大

き
く
蛇
行
し
、
大
雨
が
降
っ
た
と
き
な
ど

は
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
今
は
河
川
改
修

工
事
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
る
が
、
右
へ
大

き
く
蛇
行
し
て
い
る
の
が
判
る
。
現
在
、

大
塚
の
堰
は
残
っ
て
い
な
い
。 

 
有
名
な
玉
川
上
水
の
堰
は
江
戸
時
代
に

作
ら
れ
現
在
も
農
業
用
水
な
ど
、
一
部
で

利
用
さ
れ
て
い
る
。 

        

●
大
栗
川
の
地
名 

 

大
栗
川
は
八
王
子
の
南
東
に
位
置
し
、

鑓
水
の
山
中
か
ら
源
を
発
し
、
多
摩
市
を

通
り
、
府
中
市
に
入
っ
て
多
摩
川
に
注
ぐ
。 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
、「
本
名
は
大

庫
裡
川
な
り
。
水
源
は
由
木
領
中
山
村
よ

り
出
る
。
そ
れ
よ
り
由
木
領
を
流
れ
て
、

西
の
隣
邑
和
田
村
よ
り
こ
の
地
へ
入
り
、

村
の
中
央
を
流
れ
て
、
東
の
連
光
寺
村
へ

至
り
て
、
玉
川
に
落
ち
入
る
。
こ
の
川
の

名
と
す
る
謂
わ
れ
は
、
隣
村
に
往
古
真
慈

悲
寺
あ
り
て
、
そ
の
大
庫
裡
の
傍
を
流
れ

し
ゆ
え
、
斯
く
は
号
す
る
と
ぞ
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。 

 

②
熊
野
神
社 

東
中
野
四
九
七 

祭
神 

泉
事
解
男
命
（
家
津
美
御
子
大
神
） 

 
 

 

速
玉
男
命
（
伊
邪
那
岐
命
） 

 
 

 

意
富
加
牟
都
美
命
（
伊
邪
那
美
命
） 

境
内
神
社 

 
 

 

秋
葉
神
社
（
迦
具
槌
命
） 

多摩都市モノレール 
大塚帝京大学堰場跡周辺 
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第
六
天
社
（
猿
田
彦
命
） 

 
 

 
住
吉
神
社
（
表
筒
男
命
、
中
筒
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

命
、
底
筒
男
命
） 

 
 

 

稲
荷
神
社
（
稲
倉
魂
命
） 

 
 

 

山
之
神
神
社
（
大
山
祇
命
） 

社
宝 

棟
札
十
一
枚
、
神
木
（
公
孫
樹
） 

 

●
由
緒 

 

「
北
朝
の
光
明
天
皇
の
暦
応
元
年
（
一

三
三
八
）
土
豪
万
子
長
な
る
も
の
紀
伊
国

熊
野
大
権
現
を
崇
敬
し
、
こ
の
地
の
地
勢

彼
我
と
も
に
酷
似
す
る
ゆ
え
に
悲
願
あ
っ

て
、
熊
野
三
社
を
勧
請
し
、
黄
金
の
幣
帛

と
数
多
く
の
財
宝
を
埋
め
、
奉
斎
し
た
。

の
ち
に
新
宮
社
・
那
智
社
を
本
宮
社
に
相

殿
摂
社
と
し
て
合
祀
。
神
宝
の
棟
札
古
色

に
し
て
三
葉
は
判
読
至
難
。
慶
長
十
一
年

丙
午
（
一
六
〇
六
）
十
一
月
二
十
三
日
、

助
成
合
力
に
代
官
山
崎
兵
衛
門
尉
と
あ
り
、

宮
本
は
金
子
図
書
祐
と
識
さ
れ
棟
札
多
数

収
蔵
し
て
い
る
。
」
と
の
説
明
が
あ
る
。 

 

例
大
祭
等
の
神
事
執
行
は
氏
子
崇
敬
者

で
、
年
末
新
年
祭
の
儀
式
を
宮
司
の
司
祭

で
施
行
す
る
。
ま
た
七
五
三
の
祝
典
儀
式

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
徳
川
氏
、

関
東
入
国
の
八
朔
の
故
事
を
、
天
地
安
穏

五
穀
豊
穣
五
風
十
雨
を
願
い
、
陰
暦
の
八

朔
に
神
事
執
行
し
て
い
る
。
大
祭
の
式
後
、

笹
湯
の
湯
花
の
行
事
を
行
う
こ
と
が
古
く

か
ら
慣
例
に
な
っ
て
い
る
。 

 

か
つ
て
は
境
内
に
神
楽
殿
が
あ
り
、
お

神
楽
や
芝
居
が
行
わ
れ
た
が
、
今
で
も
一

連
の
行
事
や
祭
り
は
参
詣
の
人
々
で
賑
わ

っ
て
い
る
。 
            

                        
熊野神社鳥居 

拝 殿 奥 殿 
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●
熊
野
神
社
の
大
イ
チ
ョ
ウ 

八
王
子
市
の
市
の
木
は
イ
チ
ョ
ウ
で
あ

り
、
甲
州
街
道
の
並
木
は
見
事
だ
が
、
市

内
各
所
に
は
、
名
木
、
巨
木
と
い
わ
れ
る
、

イ
チ
ョ
ウ
も
あ
る
。
東
中
野
の
熊
野
神
社

の
イ
チ
ョ
ウ
も
そ
の
一
つ
。 

野
猿
街
道
か
ら
も
、
高
く
そ
び
え
た
姿

が
目
に
つ
く
。
樹
齢
百
三
十
年
、
幹
周
り

は
四
ｍ
以
上
に
も
な
る
。
こ
の
イ
チ
ョ
ウ

は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
、
こ
こ

東
中
野
（
当
時
は
中
野
村
）
に
住
ん
で
い

た
、
冨
沢
市
兵
衛
・
ワ
タ
夫
婦
に
よ
っ
て

植
え
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
夫
婦
は
、
神

仏
に
頼
ろ
う
と
熊
野
神
社
に
祈
願
し
た
。

や
が
て
願
い
が
か
な
い
一
女
を
授
か
っ
た

と
い
う
。
喜
ん
だ
二
人
は
、
イ
チ
ョ
ウ
を

奉
納
し
、
参
道
の
わ
き
に
植
え
た
も
の
。 

現
在
の
参
道
は
イ
チ
ョ
ウ
を
よ
け
る
よ

う
に
曲
折
し
て
い
る
。
秋
に
な
る
と
境
内

は
黄
色
い
落
ち
葉
の
絨
毯
に
敷
き
詰
め
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
恰
好
の
遊
び
場
に
な

っ
て
い
る
。 

              

                       

 

秋葉神社、大六天ほかの社 

熊野神社全景(中央が大イチョウ) 

大イチョウのご神木 
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●
熊
野
山

金
住
院
跡 

宗
派 
真
言
宗
高
幡
金
剛
寺
末 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

開
創 

年
代
不
詳 

 

江
戸
期
に
は
東
中
野
熊
野
神
社
の
別
当

で
あ
っ
た
が
、
明
治
期
に
廃
寺
と
な
っ
た
。 

 

新
撰
組
の
隊
士
と
な
っ
た
斎
藤
一
諾
斎

は
、
後
に
捕
わ
れ
の
身
か
ら
解
放
さ
れ
、

明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
由
木
中
野
村
金

住
院
の
住
職
と
な
っ
た
。
そ
の
後
大
塚
観

音
堂
に
寺
子
屋
を
開
き
、
明
治
六
年
生
蘭

学
舎
（
現
八
王
子
市
立
由
木
東
小
学
校
）

で
教
育
に
尽
く
し
た
。 

          

           

③
天
野
薬
師 

 
旧
野
猿
街
道
北
側
の
小
高
い
丘
の
上
に

天
野
薬
師
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
薬
師
様

と
は
、
薬
師
経
に
説
く
東
方
の
浄
瑠
璃
世

界
の
教
主
。
衆
生
の
病
苦
を
救
う
如
来
。

左
手
に
は
薬
壺
を
持
ち
、
日
光
・
月
光
菩

薩
を
脇
侍
と
し
た
三
尊
を
成
し
て
い
る
。

朝
観
音
、
夕
観
音
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

大
栗
川
の
こ
の
地
域
を
、
南
側
は
井
戸

之
上
、
北
側
は
谷
津
入
、
東
側
を
天
野
と

呼
ん
で
い
た
。
良
質
の
水
が
湧
き
出
て
い

た
と
い
う
。
天
野
は
、
天
の
水
と
呼
ば
れ
、

い
つ
し
か
天
野
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
酒
造
り
が
近
年
ま
で
行
わ
れ

て
い
た
。 

             

④
天
野
三
社 

 

旧
野
猿
街
道
北
側
の
小
高
い
森
の
中
に

天
野
三
社
が
あ
る
。
こ
の
神
社
は
、
右
側

に
関
東
の
霊
山
御
獄
社
、
中
央
に
島
根
県

八
雲
村
に
あ
る
熊
野
速
玉
大
社
、
左
側
に

水
神
を
祀
る
榛
名
神
社
が
奉
ら
れ
て
い
る
。 

 

熊野山金住院跡 

天野薬師 

熊野山金住院跡 
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⑤
疣
地
蔵 
 

堰
場
の
交
差
点
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
下
の

道
を
、
中
央
・
明
星
大
駅
方
面
に
少
し
歩

き
、
一
つ
左
へ
入
っ
た
道
の
脇
に
安
置
さ

れ
て
い
る
。 

 

疣
取
り
水
、
疣
取
り
地
蔵
な
ど
、
疣
に

関
す
る
お
地
蔵
様
は
市
内
に
数
ケ
所
あ
る
。

な
か
で
も
十
四
躰
の
地
蔵
が
あ
る
堀
之
内

の
保
井
寺
は
有
名
で
あ
る
。
疣
と
は
、
皮

膚
の
上
に
突
起
し
た
角
質
の
小
さ
な
塊
で
、

円
形
ま
た
は
乳
頭
水
の
扁
平
小
隆
起
し
た

も
の
。
原
因
の
多
く
は
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り

伝
染
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。 

                        

疣地蔵の祠 

天野三社鳥居 天野三社 

境内にある四国、西国、
坂東などの巡礼記念碑 

疣 地 蔵 
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⑥
馬
場
跡 

 

大
塚
の
旧
野
猿
街
道
の
帝
京
大
学
入
口

バ
ス
停
を
大
学
方
面
に
少
し
行
っ
た
右
側

に
「
馬
場
跡
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
立
っ

て
い
る
。
石
碑
に
は
、「
こ
こ
よ
り
間
口
三

間
奥
行
九
十
間
の
鉄
砲
馬
場
あ
り
、
江
戸

時
代
よ
り
昭
和
十
八
年
頃
ま
で
近
郷
農
家

の
農
耕
馬
競
技
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

こ
の
た
び
の
道
路
改
修
に
あ
た
り
、
こ
こ

に
石
碑
と
し
て
残
す
。 

昭
和
六
十
三
年

七
月
吉
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

し
い
直
線
の
道
が
残
っ
て
い
る
も
の
の
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

          

⑦
塩
釜
山

清
鏡
寺 

大
塚
三
七
八 

宗
派 

曹
洞
宗 

も
と
天
台
宗 

本
尊 

釈
迦
牟
尼
仏 

寺
宝 

十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像□

都  
 

 
 

豊
臣
秀
吉
制
札
（
禁
制
書
） 

開
山 

下
柚
木
の
永
林
寺
四
世
照
鑑
禅
師

長
銀
大
和
尚 

開
基 

小
田
肥
後
守
源
太
左
衛
門 

開
創 

文
禄
元
年
（
一
五
九
二
） 

 

現
在
の
本
堂
は
、
旧
本
堂
が
関
東
大
震 

災
で
倒
壊
し
た
た
め
、
自
由
党
広
徳
館
の 

館
長
林
副
重
（
そ
え
し
げ
）
の
家
を
、
移 

築
改
造
し
た
も
の
。
境
内
に
は
十
一
面
観 

世
音
菩
薩
立
像
と
御
手
の
観
音
様
が
あ
る
。 

        

●
豊
臣
秀
吉
制
札 

 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
五
月
に
記 

さ
れ
た
も
の
で
、
由
木
で
の
乱
暴
や
放
火 

な
ど
を
禁
じ
て
い
る
。
長
銀
大
和
尚
が
小 

田
原
に
行
っ
た
折
、
手
に
入
れ
た
と
伝
え 

ら
れ
て
い
る
。
時
は
ま
さ
に
、
秀
吉
が
小 

田
原
城
を
、
包
囲
攻
撃
し
て
い
る
最
中
で 

あ
り
、
興
味
深
い
。 

禁
制
書
（
清
鏡
寺
所
蔵
） 

禁
制 

武
蔵
国
多
西
郡
之
内 

油
儀
之
郷 

一
、
軍
勢
甲
乙
人
等
、
濫
妨
狼
藉
之
事 

一
、
放
火
之
事 

一
、
対
地
下
人
百
姓
、
非
分
之
儀
申
懸
事 

右
条
々
堅
令
停
止
訖
、
若
於
違
反
輩
者
、 

忽
可
被
処
厳
科
者
也 

 

天
正
十
八
年
五
月
日 

花
押
（
秀
吉
） 

      

塩釜清鏡寺 

馬場跡の碑 
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⑧
大
塚
観
音
堂 

本
堂
か
ら
更
に
石
段
を
上
が
っ
た
所
に
、

お
堂
が
あ
る
。
元
亀
年
間
（
一
五
七
〇
～

七
三
）
に
八
王
子
城
主
北
条
陸
奥
守
氏
照

の
家
臣
小
田
肥
後
守
源
太
左
衛
門
が
再
建

し
た
が
、
そ
の
後
明
治
初
期
の
火
災
で
全

焼
し
た
。
更
に
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八

一
）
報
恩
徳
明
和
尚
に
よ
り
再
建
さ
れ
、

幾
度
か
の
改
修
を
重
ね
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
観
音
堂
の
格
天
井
に
は
、
四
季
の
草

花
の
見
事
な
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た

欄
間
の
彫
刻
も
素
晴
ら
し
い
。 

           

古
文
書 

読
み
下
し 

古 文 書 

大塚観音堂 
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●
十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像

□

都 
 

十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像
は
、
鎌
倉
時

代
初
期
の
も
の
で
、
安
阿
弥
の
作
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
八
王
子
市
松
木
の
教
福
寺

（
明
治
初
期
廃
寺
）
に
あ
っ
た
も
の
を
移

し
、
当
地
に
安
置
し
た
も
の
。
多
摩
地
区

の
鎌
倉
時
代
の
秀
作
と
し
て
、
昭
和
三
十

六
年
に
都
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

像
高
九
一
・
五
㎝
、
寄
木
造
、
漆
箔
の
立

像
。
文
化
財
の
防
火
、
盗
難
防
止
の
た
め
、

収
蔵
庫
に
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

          

         

●
御
手

み

て

の
観
音
様 

（
千
手
観
世
音
菩
薩
） 

 

こ
の
観
音
様
は
、
運
慶
の
弟
子
湛
慶
の

作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
約
五
十
㎝
。

今
か
ら
八
百
四
十
年
前
、
長
寛
二
年
（
一

一
六
四
）
播
州
赤
穂
高
藤
守
藤
原
阿
尊
が

関
東
巡
礼
の
折
、
当
地
に
て
夢
枕
に
出
現

し
、
観
音
様
が
手
を
一
つ
差
し
出
し
、
こ

の
手
を
持
っ
て
鎌
倉
の
仏
師
に
私
の
身
体

を
作
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
彫
ら
せ
た
と
い

う
。
卯
年
卯
月
十
六
日
に
観
音
像
が
出
来

上
が
り
、
山
頂
に
お
堂
を
建
立
し
奉
安
し

た
と
い
う
。
今
は
「
御
手
の
観
音
様
」
と

し
て
信
仰
を
集
め
て
い
る
。 

本 堂 観音堂の格天井 

十一面観世  
東京都指定  

十一面観世音菩薩 
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尚
、
正
月
三
日
間
と
初
観
音
祭
り
の
、

年
二
回
御
開
帳
を
し
て
い
る
。 

                      

  

●
わ
ら
じ
奉
納
で
健
康
祈
願 

 

お
堂
の
中
に
、
沢
山
の
わ
ら
じ
と
、
ぞ

う
り
や
サ
ン
ダ
ル
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

「
病
気
が
治
り
ま
す
よ
う
に
」「
足
腰
が
い

つ
ま
で
も
丈
夫
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と

い
っ
た
願
い
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 

わ
ら
じ
を
奉
納
す
る
習
慣
は
、
本
来
、

様
々
な
願
い
事
が
叶
う
よ
う
に
と
い
う
も

の
。
つ
ま
り
、「
満
足
」
を
「
足
が
満
つ
る
」

と
読
み
替
え
、
そ
こ
か
ら
足
に
履
く
わ
ら

じ
を
奉
納
し
祈
願
し
た
と
い
う
。
今
で
も
、

わ
ら
じ
を
奉
納
す
る
こ
と
か
ら
、
足
腰
の

病
の
平
癒
や
健
脚
を
願
う
参
拝
が
多
い
。 

         

            

●
廻か

い

村
仏

そ
ん
ぶ
つ 

 

こ
の
お
寺
に
は
、
廻
村
仏
と
呼
ば
れ
る

千
手
観
音
、
不
動
尊
、
毘
沙
門
天
の
三
体

の
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
三

体
の
仏
像
は
若
者
に
背
負
わ
れ
、
遠
く
は

新
宿
、
厚
木
、
入
間
ま
で
巡
り
歩
い
て
い

た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
廻
村
仏
の
風
習
は
、

貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
か
ら
始
ま
っ
た
と

さ
れ
る
が
、
今
は
途
絶
え
て
い
る
。
三
体

の
仏
像
が
村
々
を
巡
る
こ
と
は
も
う
な
い

が
、
廻
村
仏
に
似
た
よ
う
な
風
習
は
、
裏

奉納され  
今でも堪えぬ草鞋奉納 

御手の観音様 
（千手観世音菩薩） 
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高
尾
の
集
落
で
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

                       

           

●
安
産
喜
福
の
弁
天
様 

 
観
音
堂
の
東
側
客
殿
脇
に
広
さ
百
㎡
程

の
池
が
あ
り
、
中
ノ
島
に
弁
天
様
が
祭
ら

れ
て
い
る
。
安
産
喜
福
の
弁
天
様
で
子
授

け
や
子
育
て
な
ど
安
産
祈
願
を
す
る
。 

安
産
祈
願
の
時
に
は
、
安
産
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
と
穴
の
開
い
た
杓
子
を
奉
納
す
る

と
い
う
。
ま
た
こ
の
池
の
水
が
塩
辛
い
の

は
、
江
ノ
島
の
弁
天
様
ま
で
続
い
て
い
る

か
ら
と
の
伝
説
も
あ
る
。
近
く
に
は
、
不

動
の
滝
も
あ
る
。 

 

                        

廻村仏の背負い厨子 

厨子の裏の背負い紐 

弁 天 池 

廻 村 仏 
右：不動尊  中：千手観音 
左：毘沙門天 
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●
塩
釜
伝
説 

 

「
昔
、
こ
の
谷
戸
に
伝
わ
る
幻
の
翁
が

大
釜
に
湯
を
沸
か
し
、
削
っ
た
岩
を
釜
の

中
に
入
れ
、
塩
を
作
っ
て
村
人
を
救
っ
た
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
で
も
こ
の
谷
戸
を

塩
釜
谷
戸
と
呼
び
、
裏
山
の
八
幡
社
に
は
、

か
つ
て
大
釜
が
御
神
体
と
し
て
納
め
ら
れ

て
い
た
。 

 

●
塩
釜
様
の
安
産
祈
願
所 
 

弁
天
池
裏
の
階
段
を
上
り
終
え
た
所
に

塩
釜
様
を
奉
っ
た
安
産
祈
願
所
が
あ
る
。 

昔
こ
の
付
近
を
塩
釜
谷
戸
と
呼
び
、
塩
気

を
含
ん
だ
湧
水
が
出
て
い
た
。
水
で
う
が

い
を
し
た
り
、
冷
ま
し
た
湯
を
飲
む
と
風

邪
が
直
ぐ
に
治
っ
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の

塩
水
で
飯
を
炊
い
て
食
べ
る
と
病
気
が
ち

の
人
が
元
気
に
な
っ
た
と
も
い
う
。
こ
の

湧
水
で
粥
を
作
り
、
妊
婦
に
食
べ
さ
せ
る

と
安
産
で
よ
い
子
が
生
ま
れ
る
と
か
。
今

で
も
安
産
祈
願
に
訪
れ
る
夫
婦
が
多
い
そ

う
で
あ
る
。
か
つ
て
塩
釜
谷
戸
は
塩
を
作

る
塩
焼
き
場
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

                       

安産  
塩竃神社 

清鏡寺境内に湧き出ている清水 

現在使われている境内の塩釜 
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●
斎
藤
一
諾
斎
の
墓
と 

 
 

 
 

 
 

斎
藤
一
諾
君
碑 

斎
藤
一
諾
斎
は
幕
末
の
僧
呂
で
新
撰
組

に
入
隊
し
、
後
に
多
摩
郡
中
野
村
（
八
王

子
市
東
中
野
）
に
定
住
し
教
員
と
な
る
。

入
院
前
の
僧
名
を
秀
全
（
ひ
で
た
け
）
と

い
う
。
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
幕
臣
、

鈴
木
伴
次
郎
重
斯
の
次
男
と
し
て
江
戸
に

生
ま
れ
、
幼
児
か
ら
仏
門
に
入
り
、
諸
所

の
寺
で
修
行
し
た
。
幕
末
期
に
甲
斐
国
（
山

梨
県
）
都
留
郡
強
瀬
村
全
福
寺
の
住
職
と

な
っ
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
、

五
十
四
歳
の
と
き
新
撰
組
隊
士
募
集
に
応

じ
入
隊
、
京
に
上
っ
て
局
長
付
と
な
っ
た
。 

 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
（
九
月

八
日
に
明
治
と
改
元
）
鳥
羽
伏
見
戦
を
経

て
甲
府
に
向
か
う
と
き
勝
沼
の
戦
い
で
一

番
活
躍
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
土
方
歳
三
と
共
に
宇
都
宮
・
会
津
と
転

戦
し
た
が
仙
台
で
新
政
府
軍
に
降
伏
。
明

治
三
年
（
一
八
七
〇
）
多
摩
郡
中
野
村
の

全
住
院
に
む
か
え
ら
れ
、
大
塚
観
音
堂
に

寺
子
屋
を
開
き
地
域
の
教
育
に
あ
た
っ
た
。 

病
気
の
た
め
甲
州
の
正
覚
寺
の
住
職
に

転
じ
、
余
生
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
一
諾

斉
の
開
い
た
寺
子
屋
が
明
治
六
年
（
一
八

七
三
）
生
蘭
学
舎
（
八
王
子
市
立
、
由
木

東
小
学
校
）
と
な
っ
た
の
を
機
に
再
び
中

野
の
地
に
迎
え
ら
れ
、
由
木
地
域
の
教
育

に
あ
た
っ
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
十
二
月
十
八

日
六
十
二
歳
で
病
没
。 

 

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
大
塚
観
音

堂
境
内
に
か
つ
て
斎
藤
一
諾
斎
を
師
と
仰

ぎ
少
年
時
代
に
恩
恵
を
受
け
た
人
々
、
後

に
民
権
家
と
し
て
活
躍
し
た
林
副
重
・
井

上
隆
治
・
由
木 

芳
三
郎
な
ど
十 

名
に
よ
っ
て
大 

塚
観
音
堂
境
内 

に
斎
藤
一
諾
斎 

の
顕
彰
の
碑
が 

建
立
さ
れ
た
。 

    

⑨
八
幡
山
無
量
寿
院

最
照
寺 大

塚
五
二
一 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

本
尊 

不
動
明
王 

室
町
期
の
作 

 
 

 

作
者
不
明 

開
山 

中
興
開
山
は
永
秀
和
上 

開
創 

中
興
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
） 

多
摩
八
十
八
か
所
霊
場
十
九
番
札
所 

元
日
野
高
幡
山
金
剛
院
末
、
隣
接
す
る

神
社
、
八
幡
神
社
の
別
当
寺
。 

大
塚
村
の
地
名
の
発
祥
は
、
「
大
き
な

塚
」
の
こ
と
で
、
そ
の
塚
の
上
に
八
幡
神

社
を
建
立
し
た
と
い
う
。
古
墳
と
し
て
は

未
確
認
。 

武
州
柚
木
領
大
塚
村 

「
大
塚
村
ハ
鎮
守
八
幡
ノ
社
地
大
ナ
ル
古

塚
ナ
ル
ガ
故
ニ
起
リ
シ
村
名
ナ
リ
ト
云

…
」 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」 

 

鎮
守
・
八
幡
社 

「
大
塚
ノ
上
ニ
ア
リ
勧
請
ノ
年
代
ヲ
シ
ラ

ズ
大
猷
院
（
将
軍
家
光
ノ
諡
号
）
殿
ヨ
リ

社
領
六
石
三
斗
ノ
御
朱
印
ヲ
賜
ハ
レ
リ
神 

斎藤一諾斎君碑 
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體
ハ
應
神
天
皇
降
誕
ノ
ト
キ
ノ
御
像
ナ
リ

ト
云
…
本
地
彌
陀
木
ノ
坐
像
…
」 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」 

 

守
護
大
名
の
領
国
支
配
か
ら
戦
国
の
激

動
期
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
頃
ま
で

は
、
本
山
修
験
正
浄
院
と
号
し
て
い
た
の

を
改
称
し
た
と
い
う
。
又
、
浄
心
院
と
無

量
寿
院
が
合
併
し
て
最
照
寺
と
な
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

中
興
開
山
永
秀
和
上
の
入
寂
は
、
正
徳

年
間
（
一
七
一
一
～
一
六
）
と
思
わ
れ
る
。 

 

火
災
に
よ
り
古
文
書
な
ど
を
焼
失
、
由

緒
を
辿
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
代
々
上
杉

家
の
寄
進
を
受
け
て
い
た
と
い
う
名
刹
で

あ
る
。
上
杉
家
の
家
紋
と
同
じ
紋
が
、
今

も
本
堂
に
遺
っ
て
い
る
。 

 

動
乱
と
繁
栄
の
時
を
経
て
、
平
和
な
数

百
年
を
過
ご
し
た
寺
の
周
辺
は
、
古
よ
り

土
地
を
開
き
耕
し
、
長
い
年
月
を
掛
け
て

作
り
上
げ
た
、
典
型
的
な
農
村
風
景
だ
っ

た
。
昭
和
三
十
年
代
末
か
ら
多
摩
丘
陵
に

進
出
し
て
き
た
大
学
や
、
道
路
の
拡
張
整

備
な
ど
に
よ
り
、
田
園
地
帯
は
大
き
く
様

変
わ
り
を
し
た
。
自
然
の
風
景
と
し
て
、

郷
愁
を
覚
え
る
人
も
多
い
の
で
は
…
。 

 

昭
和
六
十
三
年
よ
り
四
年
の
歳
月
似
て 

本
堂
、
山
門
、
客
殿
等
山
容
一
新
し
た
。 

                     

                       
最 照 寺 

本 堂 

丸に四つ目菱 

不動明王 
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●
六
観
音
様 

 

江
戸
期
に
彫
ら
れ
た
石
仏
と
い
わ
れ
る
。 

千
手
・
十
一
面
・
如
意
輪
・
准
胝
・
馬
頭
・

聖
（
し
ょ
う
）
を
六
観
音
と
い
う
。
そ
し

て
不
空
羂
索
（
ふ
く
う
け
ん
じ
ゃ
く
）
を

含
め
る
と
七
観
音
と
い
う
。 

                 

⑩
大
塚
の

八
幡
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
塚
五
一
八 

祭
神 

誉
田
別
命
（
ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と
） 

 
 

 

面
足
尊
（
お
も
だ
る
み
の
み
こ
と
） 

 
 

 

倉
稲
魂
命
（
う
か
の
み
た
の
み
こ
と
） 

社
宝 

神
像
一
躰 

神
鏡 

棟
札
等 

創
建 

慶
長
十
二
年
（
一
六
○
七
） 

例
祭 

九
月
第
一
日
曜
日 

 

領
主
の
濱
田
郷
左
衛
門
が
上
郷
の
大
塚

山
に
大
塚
八
幡
神
社
を
創
建
し
、
寛
永
十

六
年
（
一
六
三
九
）
に
社
領
六
石
六
斗
を

拝
賜
、
社
殿
の
再
建
を
繰
り
返
し
た
。
例

祭
に
は
、
湯
花
神
事
と
獅
子
舞
が
奉
納
さ

れ
る
。
境
内
に
は
、
神
明
神
社
、
秋
葉
神

社
が
あ
る
。
ま
た
、
住
民
手
作
り
の
御
神

輿
や
山
車
が
あ
る
。 

       

                        
濱田郷左衛門顕彰之碑 

六 観 音 

大塚の八幡神社鳥居 大塚の八幡神社入り口 
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⑪
大
塚
神
明
社
の 

大
イ
チ
ョ
ウ 

由
木
東
市
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
横
に
あ

る
。
大
塚
神
明
社
は
、
町
の
開
発
に
よ
り
、

近
く
の
八
幡
神
社
に
移
転
し
た
が
、
神
木

と
さ
れ
て
い
た
イ
チ
ョ
ウ
は
、
こ
の
場
所

に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

樹
齢
約
五
百
年
、
樹
高
約
二
十
二
ｍ
、

目
通
り
七
ｍ
を
誇
る
。 

 

残
っ
た
理
由
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

建
設
で
、
目
の
前
の
道
路
が
拡
張
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
伐
採
さ

れ
る
計
画
が
出
た
が
、
残
し
て
欲
し
い
と

い
う
地
元
の
声
で
伐
採
を
免
れ
た
。
市
は

「
大
塚
神
明
社
の
イ
チ
ョ
ウ
」
の
名
で
、

市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
し
て
い
る
。 

 

枝
か
ら
は
「
気
根
」「
乳
根
」
と
呼
ば
れ

る
筋
が
何
十
本
も
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。

都
市
化
に
も
め
げ
ず
に
生
き
抜
い
て
い
る

姿
が
、
素
晴
ら
し
い
。 

   

                        

◎
参
考
資
料 

・
八
王
子
市
史 

 
 

 

八
王
子
市
役
所 

・
八
王
子
辞
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

・
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道 八

王
子
郷
資
料
館 

・
文
化
財
見
て
歩
き 

 

八
王
子
市
教
育
委
員
会 

・
清
鏡
寺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
昭
文
社 

       
大塚神明社の大イチョウ 
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